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指定調査研究総合助成事業種苗生産技術研究

(カレイ類種苗生産試験)

高 橋 邦 夫 ｡′J､ 倉 大二郎

は じ め に

採卵から放流サイズまでの各ステージにおける歩留の向上を目的におこな ったO

A マ ガ レ イ

試験項 目 と方法

1) 乾導法､湿導法による受精率

採卵状況を第 1表に示した｡媒精後よく洗浄して28ビーカーに採取,2-4時間後に浮いてい

る卵を受精卵として計数した｡

第 1表 採 卵 状 況

採卵ノ佑 ♀ 谷 全 長 全重量 卵重量 採卵月日 媒精時間

水 温 気 温1 ♀ 27.5cn26.6 5119251 22.5818.5 5.51 ll.50 ℃15

.8 ℃18.4 !iI

S 18.620.0 55712 ♀ 50.6 585 41.0 5.51 15.45 15.9 19.8

a 22.617.221.7 11550915

早 25.8 129 26.0

5.51 14.0

0 I 19.7S 21.619.5 91692) 疏,止水別ふ化試験雌

雄各2尾を用いて採卵 (乾導法 )し､24ビーカー2個に200粒あて収容､1個は止水､通気とし､もう1個は

ゴクス製の円筒をセットして150cc内外注水 した.水温 16･2-17･2℃｡-去芸塾

詳細は ｢昭和47年度指定調査研究総合助成事業種苗生産技術
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5) 餌料別飼育試験 I (仔魚 )

6月5日にふ化した仔魚を､パンライト508水槽に各400尾収容､6月6日から26日まで

飼育した｡餌料区分は次の4区とした｡期間中の水温 (9時観測 )は15.8- 18.2℃であった｡

飼育水は止水とし､通気 した｡ /拡1 シオ ミズツポワムシ

ノ佑2 ウニ卵

A6.5 7カザラガイラーバ

ノ佑4 無投餌

4) 飼育用水別飼育試験 (仔魚 )

6月5日のふ化仔魚を各500尾パンライト506水槽に収容､次の5区分 で､ 6月7日カち26

日まで飼育した｡餌料はシオ ミズツポワムシを与え､6月 15日以降アノレテミアふ化幼生を混合給

餌した｡飼育水は止水 とし,通気した｡

Nal 殺菌海水 (流水殺菌灯で殺菌し､ 1日通気後使用 )

滅 2 渡過海水 (アンスラサイト渡過 )

J46.5 グ7)-ン毎水 (渡過海水にグ1)-ン細胞数を20万個/cc内外となるよう添加した)

5) 餌料別飼育試験 Ⅰ (全長 10抑前後 )

平均全長 10脚の底棲移行直後の個体をプラスチ ック 10β水槽に各40尾収容､次の5区分で

6月29日から7月22日まで飼育した｡飼育水は止水 とし､通気 した.

A6.1 アルテミアふ化幼生

ノ佑2 天然プランク トン十アルテミアふ化幼生 アルテミアふ化幼生は 7月5日以降

J46.5 チク リオパス十アルテミアふ化幼生 添加

6) アルテミア給餌量別飼育試験 (稚魚 )

前項 と同じ底棲移行直後の個体を用いて､1日1回アルテ ミアふ化幼生を第 4表のように給餌 し

た.飼育期間は 6月29日から7月22日までとした.飼育水は止水 とし､通気 した｡

7) 餌料別飼育試験 Ⅰ (体長20抑前後 )

体長19m･na内外のものを用い､パンライト508水槽に各 50尾収容､次の4区分で,8月1日

から9月29日まで飼育した.飼育水はM.1は止水 とし､通気 した.他は流水 として通気 した｡

ノ佑1 アルテ ミア(養成 したもの )

M.2 配合飼料 (マス餌付用 )

M.5 自家配合飼料 (冷凍イカナゴ1､エラコ0.5､タナゴ1,魚粉 1

カレイ類0.7､-ベ ラフー ド0.24)

A6.4 配合飼料 (マス餌付用 )十チク リオパス (5日に1匝｣)

8) 容器別飼育試験 (稚魚 )

十 アルテミ75日に
1回

第1区Iの飼育水槽を用いて､体長 19抑 内外のものを50尾あて収容､自家配合飼料を4日ア
邑1

ルテミ了 を 1日 の割合で給餌した｡飼育水は流水 として通気 したが､アルテ ミアを給餌 したとき

は止水にした.

- 183-
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第 1図 飼 育 水 槽 9Oc黙

■'ヽ結 果1)乾導法､湿導法による受精率受精率は第 2表に示

したように､乾導法がや iよい結果が得 られたが､浮いている卵の中にも未受精卵が混入してお り､これらの未受精卵は一昼夜経過すると沈下 した｡従 って受精率は

こゝで得られた値より､さらに低い値になる｡2)流止

水別ふ化試験結果は第5表のとお りで､差がみらられなか

った｡これは収容卵数が少いためか､止水でも腐敗臭がな く､水質悪

化による影響が無かったものと考えられる｡第5表 流止水別ふ

化状況水槽区分 収容卵数 ふ化率 仔 魚 死 卵

計生 死流水 200粒 78.0% 128尾 10尾 主9粒 1

77-止水 200 77.0 159 5 45 187 第 2

表 受精率採卵ノ佑

乾導法 準導法1 51.9% 22.4元2

29.1 15.05

49.2 66.4平 均 45.4 55.9(註 ) ふ化率は計数できた総数に対する仔魚

数の比で示 した.5)餌料別飼育試験 Ⅰ (仔魚 )A6.1は飼育2日目に87尾と多数の舞死をみたが､

その後は大量紫死はな く､底棲移行の始った6月26日の生残率は44.8%であった｡ノ%.2. 5

. 4は6月9日に大量策死がみられ,6月 11日(ふ化後8日)で全数袈死した.M.2.

5は摂餌行動は認められたが､無投餌区と同じ経過をたどったことは,投餌量が少いこともあって､餓死し

たものと考えられる｡4) 飼育用永別飼育試験Nalは 6月9-10日に多数の栄死
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過 したが, 6月 17･～ 18日に急激な減耗がみられ､ 6月 21日で全威した｡/拓5は6月10日

にやや舞死がみ られ､その後 6月 16日頃から腹部が膨張 し腹を上 にして浮き巣死する腹水腫とみ

られ る病害が発生 したが､大量策死 闘 まいた らなか った｡底棲移行 は 6月2 2日から始まり､6月

26日の生残率 は 57･2%であ った｡以上 の ように殺菌海水が最 も悪い結果になった｡これについ

ては再度試 みたが､同様 の結果 でプラス の効果は認められなかった0

5) 餌料別飼育試験 Ⅰ (全長 10n内外 )

結果 は第 2図に示 したoアルテ ミアを給餌 した A6･1区が成 長歩留 ともよく､天然プランクトン

区は､採集量が一定 しないためか成長が劣 った｡ この結果か らみ ると､魚月肉餌料の前段階の餌料

としてアルテ ミア単一 で も充分使用が可能であると考 えられ る｡

6) アルテ ミア給餌量別飼育試験

第 4表 に測定結果を示 した.平均増体長

は 2.9- 8.8m･ntで､給餌量が多も憶 どよ＼成

長を示 してした｡こゝでは成 長が よくしか も

餌に無駄のない有効 な給餌量 の把壷 を目的

にしたが,この給餌量の範囲 でま明 らかでな

かった｡いま摂餌状況の一例 (7月 14日)

をみると J46.1-4の摂餌率が､ 89.1､

76.2,76.4､70.4%とな り､各水槽

とも残餌があることが分る｡それ で も成 長

に差があることから､常に充分 な残 餌 が あ

るように給餌することが望ましい もの と考

えられる｡

第4表 給餌量と測定結果

i
29

第 2図 餌料別飼育結果

水槽/紘 平 均 給 餌 量 (個体 / 1尾 1日 ) 平 均 体 長(範 囲 ) 平 均増体声 井死数 生残率月 日 月日6/つ9-74 7/5-7/9 7̂ 0-7̂ 5

7̂ 6-7421 42個体 62個体 242個体 465個 体 12.9(10-17)孤

2.9nl況 5尾 92.5%2 85 124 484 926

14.7(10-21) 4.7 0 100.05 125 187 72

6 1,589 17.0(ll-56) 7.0 2 95.04 166 249 968 1,852 18.8

(12-24) 8.8 0 100.07) 餌料別飼育試験 Ⅰ (体長20m･内外 )

成長経過と袈死状況を第5,4図に示 した.成長はアルテミア区が最 もよく､他は不良であった｡

アノレテ ミア区以外は特に高水温期の成長が悪 く､前年度 も同じ傾向がみられたことから,飼育水温は22- 25℃以下が望ましいといえる｡生残率ではアノレテミア区､次いで自家配合飼料区がよか

った0第4医lで明らかなように袈死個体の90%以上が 8月8日～25日にかけて袈死し
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これらのことから､高水温時には特に生 きている餌を給餌すべきであると考えられる.

体長

(尾死)N81･-･アルテ ミア

明29日

第 5図 餌 料 別 の成 長 経 過

尾5 仙1
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第4図 第 死

状 況8) 容器別飼育試験結果は第 5表に示 したとお りで､成長は全般に不良で,8月は特に悪かった｡成長は小型容器

の第 5表 成長経過 と歩留水槽ノ㌫ 平 均 体 長 ( 範 囲 )
I収容数 栄死数 生残率

I 開 始 時 9 月 1 日 9 月 29 日1 19.0(17-22)初.n 25.2(19-28)m.mL 5

5.5(22-40)m耽 So尾 42尾 16%2 19.4(17-24) 22

.5(18-28) 50.5(20-40) 50 28 445 19.1(16-

22) 22.5(17-28) 27.7(22-55) 50 56 284 19.4(16-25) 25.2(19-51) 50.1(25-55)

50 10 805 22.9(19-51) 54.4(27-49) 10
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中では､Nalの浅塾容器が最 もよかったが､その差は小さかった｡ネット底の水槽は比軟的 よい結

果が得られるものと期待 していたが､成長､歩留 ともに不良であったe結果的にはこれまで使用し

ている普通 の水槽が よく､また水深 5cmとい う浅型水槽でも成長は変 りなく､使用可能なことが分

った｡

9) そ の他

(1) 摂餌量について

摂餌量の目安を得てお くことは､ 量産計画など種々の面で必要 と考えられるが､こゝではア

ルテミアを給餌した場合の摂餌量を調査 した.6月5日にふ化し､シオミズツポワムシ､アルテ

ミアふ化幼生､養成アノレテミ7,自家配合餌料で飼育した個体を用いた.試験区分その他を-托

して第 6表に示した.飼育水は止水として通気 したが､残餌計数後は 50分間流水にして換水 し

た ｡

第 6表 試 験 区 分

調査区分 飼育容器 稚 魚 サ イズ 収容数 飼育期間 アルテミアのサイ

ズ 備 考1の1 ーブラ10gTL 尾 月
日弓]日ふ化幼生(水量8g)

壬 11 40 7.4～7.51の2 ガラス ビーカー(水量 2β) TL 抑12.4(ll.0-15.6)

10 7.10～7.15 ふ化幼生2 塩ビ102 TL 抑52.9(29.0-59.0) 10
8.28- 6.4(2.5-9.6)孤 8月25日～27(水

量96) 9.10 1.52〝砂1個体 日まで予備飼育5 〟 TI, 凝乳56.2(52.0-62.0)TY25(1.7.～2.90ダ 10 9.26～9.50

7.9(5.D～9

.5野 .5.

68〝卯 個体 9月24日-25日∵享で予備飼育結 果1の(1)第7表のとおりで､摂餌数は給餌数の増加にしたがって増大していた.､.飽食量は この結果から

は明 らかでないが､ 140個体/●1日1尾以上と考えられる｡第 7表 摂 餌 状 況調査区分 水槽区分 飼育月 日 総給餌数 ■残 餌 数 給餌数 /尾 摂軌数/

尾 摂餌率 雌 9時)1の 1 1 7.4-

7.5.I 個体p 個体 個体 個体 % ℃

18.2l5,760 160 94 90

95.ラ

2 7,520 2,520 188 125 66.55 ll,

280 5,760 282 158 4■8.91 の(2)摂餌状況を第8表に示

した.これによると1尾 1日の摂餌数が前項 よりかなり大きくなっているoこ
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が大きい ことなどがあげられる.また旗餌率からみて､給餌数 を増 した場合､更に摂餌数が増大す

るものと推察され る｡

第 8表 摂 餌 状 況

飼 育 月 日 7.10 ～ 7.ll 7.ll- 7.12 7.12-7.1

'5水 温 (9時)℃ - 21.0

19.8総 一給 餌 数 (個体 ) 4,400 9,0

50 16,600残 餌 数 (個 体

) 4 0 4,600給 餌 数 /尾 (個体

) 440 905 1,660摂 餌 数 /尾 (個体 ) 440 905 1,200

l 摂 餌 率 (鍾 ) 100.0 100.0 79.8結果を第 10表に示 した｡給餌数

と摂餌数の関係は1の1項 と同じ傾向が認められた｡平均全長6･4微酔の養成アルテミアで､ 20

0個体前後が飽食量に近い値 とみられ る｡第 9表 摂 餌 状 況水槽/佑 飼 育 月 日 8.28J,-8.29 8.29-8.50 8.50.-8.51 8.51～9.1 平準嘩 備 考

水 温 (9時 ) ℃ 122.2 22.6 22.6 25.0 22.51 総給

餌個体数 1,005 907

908 706 952 8月28日～29日にかけて1残餌 〝 5 0 0 0 0給餌 数 100.5 100.8 100.9

100.7 100.71尾当 り 摂餌 数 100.5 100.8

100.9 100.7 100.7 尾袈死,9尾生残摂餌

重量㈲ 152.7 155.1 155.2 152.9 152.9摂 餌 率 朗 100.0 100.0 100.

0 100.0 100.02 総給餌個体数 1,998 2,005 1,994 2,005 1,996 集死なし残餅 〝 65 47 25 250 91給 餌 数 199.8 200.5 199

.4 200.5 2]0.01尾 当り1摂 餅 数

195.5 195.6 197.1 177.5 190.9 10尾島摂餌重量拍 255.4 258.2 260.2 254.0 252.0

摂 餌 率 陶 96.8 97.7 ?8.8 89.5 95.5

5 総給鮮個休数 5,006 5,005 2,990 5,005 5,002 8月51日～9月1日に 1尾簸残餌 〝 557 927 912 1,551 882.庵 餌 数 500.6 500.5 299.

0 500.5 500.21尾当り -摂 餌 数 266.9 207.8 2

07.8 165.4 212.0 死､1尾逃逸､8尾生残
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個体の飽食量は残餌状況からみて､平均全長 7.9掛の養成 アルテ ミ7 150個体前後 とみ られ､こ

れは魚体重の 25%に相当する.

第 10表 摂 餌 状 況

水檎ノ佑 飼 育 月 日 9.26-9.27 9.27-9.28 9.28- 9.汐 9.29-々 50 平均値 l備 考求 温 (9時 ) .9 20.5 20.7 20.1

19.6 20.21 総合餌個体数 1,008 998 1,004

1,000 1,005

巣死なし残餌 .〟 0 0 0 0 0給 餌 数

100.8 99.8 100.4 100.0 100.51尾当 り 摂 餌 数 100.8 99.8 100.4 100.0 10.0.5 10尾

生残摂 餌重量帖 570.9 567.2 569.5 568

.0 568.9摂 餌 率 幽 100.0 100.0 100.0 100.0

100.02 総給餌個体数 2,0
00 1,997 2,000 2,000 1,999 袈死な し残餌 〝 485 859 0 960 571給 餌 数 200.0

199.7 200.0 200.0 199.91尾きり 摂 餌 数 151.5 115.8 200.0 104.0 142.8

10鹿 残し摂餌重量軸 557.5 426.1'- 756.0 582.

7 525.6摂 餌 率 幽 75.8 58.0

100.0 52.0 71.45 総給餌個体数 2,992
5,005 給餌 ミス 5,000 2,998 ･舞死なし残餌 〝 965 1,582 1,765 1,570､給 餌 数 299.2 5'00.2 のため測 500.b

299.81尾当り.摂 餌 数 202.7 162.1 定せず 125.7 162.8 10尾生

残摂餌重量毎 745.9 596.5 455.2 599.

2摂 餌 率 朗 67.7 54.0 41.2 54.5(2) 生残率 について

本年度 の飼育で､ふ化仔魚を計数 して放流サ イズ (一応全長 50抑内外として )まで飼育した 5例

の歩留は次のとお りであった｡例 -1､飼育用水別試験

のク リーン海水区6月 5日のふ化仔魚を 6月5日パンライト502水槽に500尾収容､シオ ミ

ズツポワムシ､アルテ ミアで飼育､底棲移行の始 まった6月26日の歩留は 57.2%､ 8月28日終

了時 42.0%であ った. (平均全長 27初仇)

例 -2 仔魚餌料試験6月5日ふ化仔魚を 6月 6日パンライ ト508水槽 に400尾収容､シオ ミズツポワムシとアル
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6月 5日ふ化仔魚を 6月 7日ポ 1)角型 2508水槽に5,000尾収容､シオミズツポ ワムシとア

ルテミアで飼育,底棲移行個体が約 10%み られた 6月28日の歩留は80.7%､8月50日終了

時で42.4%であった｡ (平均全長50.5抑 )

以上の 5例からみて､ふ化仔魚から放流サイズまでの歩留は､シオミズツポワムシとアルテミア

で飼育 した場合､ 50-40%とみられる｡

(5) 色素異常個体､その他の異常個体について

前項の5例について調査 した結果を第 11表に示 した.色素異常個体は 68-90%と高率で出

現 してお り､昨年 とは 同ゞ率であったO

第 11表 色素 その他異常値休出現状況

例 色素異常個体出現率 反有限側個 体 眼の転移不完全個体 掴査尾数
備 考

正 常 異 常1 12.9% 87.1% 8.1% 28.1.% 210尾

バ ンライト508水槽飼育2 9.8 90.2

24.5 29.4 102 〟5 51.6 68.4 - - 2,118 ポ リ250β角

型水槽飼育B ク ロ ガ シ

ラ ガ レ イ試験項 目 と方法1) 餌料別飼育試験 (稚魚 )昭和 47年 2月 11-14日ふ化 し

､シオミズツポワムシとアルテ ミアで飼育 した平均体長17.9脚の稚魚を用い､バン ライト504水梅に40尾あ

て収容､5月50日から 7月9日まで40日間飼育した｡

6̂･1 アルテ ミ了､配合飼料･･･1日おきに交互に給餌M.2 自家配合飼料･･･冷

凍 イカナゴ･･･2､カレイ･･･1.魚粉-1､エペ ラフードA6･5 チタ 1)オパス､配合飼料･･･チグ リオパスは5日に 1回給餌 止水 ･通気流水 ･通気

戊 4 ムラサキ イ

ガイ､配合飼料･･･1日おき交互に給餌2) 密度別飼育試験前項 と同じ稚魚を用い､/:ン ライ

ト506水槽に次の区分で収容､5月 50日から7月 9日までの 40日間飼育 したO餌は7ノレテ ミアを給餌 したが､6月 12日以降は自家配合飼料を加えて交

互に与えた｡ノ侮1 52尾 (

2尾/100(戎)ノ佑2 80尾 (5尾

/100mf)ノ佑 5 127尾 (8尾/100ci) 収容数 を一

定にするため
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結 果

1) 餌料別飼育試験 (稚魚 )

成長結果を舞 5図に示した.アルテミア

と配合飼料を与えたM.1が最もよく､これ

以外は殆んど成長しなかった｡袈死も戚 1

の5尾に対 し､Ma2-4は20-26尾で

アルテミア以外は餌料として不適当と考え

られる｡この点,マガレイやマコガレイと

は､食性がかなり異なることが明 らかにな

搾

5

Bll駁融 ･･･:･J･･子
Hal(3求

NB.4く竹)
Na2(2i)
NAB(221

5.さ0

第 5図 餌料別飼育結果

7,10 (月日)

った ｡

2)密度別飼育試験

飼育結果は第 12表に示 したとおりで 密度が低いほど成長が よい傾向を示しているが､その差は

比軟的小さかった.第死率はこれに対し､密度が高 くなると急激に増大する傾向がみられた｡

第 12表 密度別飼育結果

水 槽/佑 密 度 収容 数 開始時体長 終 了時 体 長 簸 死数

井 死率12 (尾/ 100mg)25 52尾1 80 n.n17.9(15.5+70.4) 40.0(50,0-46._0)56.7(27.0-46.0)

1 尾7 5 %95 l 白 127 56.0(16_0-49




